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私たちは、医療を通じて生

いのち

命を守ります。済生会横浜市東部病院広報誌
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約1052.9人

1日平均外来患者数

26,492人

年間救急患者数

東部病院のいま

「
一
歩
先
の
医
療
」
を
目
指
し
て
、
決
意
を
新
た
に

―

1,385名

813名

職員数

職員数

多くの皆様のご支援をいただき、東部病院はこの春、開院 10周年を迎えました。
今回は、東部病院のこれまでの歩みを振り返る 10周年記念特集です。

560床

病床数

2016年
12

月実
績

2016年

12
月
現
在

20
07
年

2015年
度実

績

5,210件
年間手術数

2011年

度
実
績

249人

協力医療機関
登録医師数

201
0年
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727人
協力医療機関登録医師数

6,790件

年間手術数

92.2%

病床利用率

 職員数
1,385名
医師217名／看護師642名／薬剤師42名／診療放射
線技師43名／臨床検査技師46名／管理栄養士14名
／理学療法士21名／作業療法士8名／言語聴覚士3
名／臨床工学技士26名／ソーシャルワーカー7名／事
務員109名、他

 病床数
560床
うち、重症心身障害児（者）施設サルビア44床／精神
科50床／救命救急センター病棟24床／ ICU10床／
HCU6床／NICU6床／GCU10床／ SCU6床、等

 診療部門
◎診療科
救急科／総合内科／消化器内科／小児肝臓消化器科
／呼吸器内科／呼吸器外科／循環器内科／不整脈科
／心臓血管外科／血管外科／糖尿病・内分泌内科／
脳神経外科・脳血管内治療科／脳血管・神経内科／
泌尿器科／腎臓内科／乳腺外科／産婦人科／小児科
／精神科／整形外科／リハビリテーション科／眼科／
耳鼻咽喉科／皮膚科／口腔外科／集中治療科／放射
線治療科／放射線診断科／麻酔科／病理診断科

◎重症心身障害児（者）施設サルビア

 診療サポート部門
薬剤部／臨床工学部／臨床検査部／放射線部／リハ
ビリテーション部／栄養部

 TQM（総合的質管理）
医療安全管理室／感染管理対策室／褥瘡対策室／
クリニカルパス管理室／栄養サポートチーム／呼吸サ
ポートチーム／緩和ケアチーム／糖尿病ケアチーム／
認知症ケアチーム

 診療施設部門
救命救急センター／横浜市重症外傷センター／大動脈
治療センター／低侵襲前立腺治療センター／弁膜症治
療センター／周術期支援センター

 主な指定等
災害医療拠点病院／救命救急センター／地域医療支
援病院／神奈川県周産期母子医療センター／横浜市
小児救急拠点病院／神奈川県精神科救急基幹病院／
臨床研修指定病院／神奈川DMAT指定病院／神奈川
DMAT-L指定病院／地域がん診療連携拠点病院

31科
診療科数

2015年
度実
績

2016年

1月
現
在

2016
年

12
月
実
績

2016
年

12
月
現
在
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リーダーたちが語る東部病院の医療
LEADERS
東部病院を牽引するリーダーたちの姿・人柄・取り組みに迫ります。

そ
の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
続
け
る
こ
と

大
切
な
の
は
病
院
が
こ
こ
に
あ
り
続
け

三
角
隆
彦

院
長

vol.10
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医
師
は
間
違
い
な
く
一
生
の
仕
事

そ
の
確
信
を
持
っ
て
歩
ん
だ
道

　
1
9
7
0
年
代
、
医
療
の
需
要
が
高
ま
る

中
で
医
学
部
の
新
設
が
相
次
い
だ
。当
時
、高

校
生
だ
っ
た
三
角
の
周
り
に
も
医
師
を
志
す

仲
間
た
ち
が
多
か
っ
た
。

「
み
ん
な
が
医
者
に
な
り
た
い
と
憧
れ
て
い

た
時
代
で
す
。
僕
も
将
来
ど
う
い
う
道
に
進

も
う
か
と
考
え
た
時
、
医
師
は
間
違
い
な
く

一
生
の
仕
事
、
一
人
の
人
間
と
し
て
や
り
遂

げ
る
に
値
す
る
仕
事
だ
と
思
い
、
そ
の
確
信

が
医
師
へ
の
道
を
後
押
し
し
ま
し
た
」。

　
こ
う
し
て
進
学
し
た
医
学
部
で
は
専
門
と

し
て
外
科
、
そ
の
中
で
も
心
臓
外
科
に
興
味

を
持
つ
。
当
時
の
外
科
に
お
い
て
心
臓
の
分

野
は
ま
だ
遅
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
発
展
の
余

地
を
感
じ
た
こ
と
と
、
心
臓
の
手
術
が
と
て

も
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
理
由
だ
っ

た
。

　
大
学
卒
業
後
、
母
校
の
外
科
に
入
局
し
た

三
角
は
日
本
各
地
の
病
院
で
心
臓
外
科
医
と

し
て
の
経
験
を
積
ん
だ
後
、
2
0
0
7
年
の

東
部
病
院
の
開
院
時
に
請
わ
れ
て
心
臓
血
管

外
科
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
副
院
長
兼
心

臓
血
管
外
科
部
長
に
就
任
す
る
。
そ
し
て

2
0
1
1
年
4
月
、
初
代
院
長
の
退
任
に

伴
っ
て
院
長
職
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
る
。

東
部
病
院
開
院
10
周
年

そ
の
節
目
を
迎
え
て

　
院
長
就
任
6
年
目
の
今
年
は
、
東
部
病
院

の
開
院
10
年
目
に
当
た
る
。

「
東
部
病
院
は
済
生
会
の
病
院
で
あ
り
、
地

域
に
根
ざ
し
た
中
核
病
院
と
し
て
高
度
急
性

期
医
療
を
実
践
す
る
と
い
う
明
確
な
役
割
を

持
っ
て
作
ら
れ
た
病
院
で
す
。
そ
の
役
割
を

果
た
す
べ
く
着
々
と
進
め
て
き
た
の
が
こ
の

10
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

　
三
角
が
院
長
に
就
任
し
た
段
階
で
当
初
目

指
し
て
い
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
出
来
上
が
り
つ

つ
あ
っ
た
。そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
、よ
り
し
っ

か
り
し
た
も
の
に
す
る
の
が
自
分
の
使
命
と

思
う
一
方
で
、
病
院
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
、
難
し
さ
も
強
く
感
じ
て
き
た
。

「
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
続
け
る
に
は
、こ

こ
で
働
く
人
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
病
院

で
あ
る
こ
と
も
大
事
。
僕
が
思
っ
て
い
る
の

は
、
一
つ
に
は
、
オ
ン
、
オ
フ
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
オ
ン
の
時
に
は
し
っ
か
り
頑
張

れ
る
よ
う
な
病
院
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
。

も
う
一
つ
に
は
、
例
え
ば
高
度
先
進
医
療
に

力
を
入
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
他
の
病
院
で

は
で
き
な
い
か
ら
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
病
院
に
す
る
こ
と
で
す
」。

世
代
交
代
が
行
わ
れ
る
中
で

志
が
継
承
さ
れ
る
か
が
鍵

　
常
に「
一
歩
先
の
医
療
を
目
指
す
」と
い
う

病
院
の
理
念
に
沿
っ
て
、
三
角
は
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
2
0
1
2
年
に
は

横
浜
市
で
初
と
な
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ダ
ビ
ン
チ
」を
導
入
。
2
0
1
4
年
に
は
市

の
要
請
に
応
え
、
重
症
外
傷
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。
チ
ー
ム
医
療
の
実
現
に
も
注
力
し
、

2
0
1
2
年
か
ら
は
診
療
科
の
垣
根
を
越
え

た
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
心
臓
弁
膜
症
の

最
新
治
療
法
「
T
A
V
I
」
を
導
入
す
る
な

ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
三
角
の
専
門

分
野
で
あ
る
心
臓
血
管
外
科
を
と
っ
て
も
、

2
0
0
7
年
の
ス
タ
ー
ト
時
に
年
間
80
症
例

ほ
ど
だ
っ
た
手
術
実
績
は
2
5
0
症
例
を
超

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
同
じ
志
を
持
っ
た
立
ち
上
げ

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
が

成
功
の
要
因
だ
っ
た
」
と
語
る
三
角
。

「
次
の
世
代
も
も
ち
ろ
ん
一
生
懸
命
育
て
て

き
た
つ
も
り
で
す
が
、
開
院
か
ら
10
年
経
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
世
代
交
代
が
行
わ
れ
る

中
で
、
職
員
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
志
を
本
当

に
継
承
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
く

れ
る
か
ど
う
か
が
今
後
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
」。

地
域
全
体
の
医
療
の
向
上
に

こ
れ
か
ら
も
貢
献
し
続
け
た
い

　
こ
れ
か
ら
の
東
部
病
院
を
思
う
時
、
三
角

は
地
域
全
体
を
常
に
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

「
地
域
全
体
の
医
療
を
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
東
部
だ
け
が
発
展
し
て
も
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
に
は
慢
性
期
医
療
を

担
う
病
院
や
在
宅
医
療
に
携
わ
る
施
設
、
患

者
さ
ん
の
日
常
的
な
診
療
を
担
う
ク
リ
ニ
ッ

ク
な
ど
様
々
な
医
療
機
関
が
存
在
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
こ
そ
、
全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て

い
く
。
当
院
は
他
の
医
療
機
関
と
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
医
療
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
そ
の
た
め
に
は
地
域
住
民
の
協
力
も
欠
か

せ
な
い
。

「
患
者
さ
ん
に
支
持
さ
れ
て
こ
そ
病
院
は
発

展
し
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
患
者
さ
ん
を

始
め
、
こ
れ
ま
で
東
部
病
院
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
今
後
も

当
院
が
高
度
急
性
期
と
い
う
特
に
重
症
度
の

高
い
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
皆
様

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」。

Takahiko Misumi
三角隆彦

済生会横浜市東部病院
院長
1981年慶應義塾大学医学部
卒業。同大学病院外科研修医
を経て、医学部外科学教室心
臓血管外科研究室入局。済生
会神奈川県病院外科、足利赤
十字病院心臓血管外科、平塚
市民病院心臓血管外科等に勤
務。2007年東部病院開院に伴
い副院長・心臓血管外科部長
に就任。2011年より現職。慶
應義塾大学医学部客員教授。
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PICK UP

医師、看護師、栄養士、薬剤師、ソーシャルワーカーによる腎臓病教室を行っています。
腎臓の働きから腎臓病の治療、腎臓病患者さんに関連した医療制度に至るまで、分か
りやすく説明いたします。

1階入院受付となりに「周術期支援センター」専用スペースが完成しまし
た。これにより、よりきめ細やかな周術期（手術の前・中・後の期間）
のケアが可能に。

腎臓内科通院中の患者さんを対象に腎臓病教室を行なっています

周術期支援センター完成

ご本人・ご家族の生活習慣や食の好み等を含めた総合的な栄養評価のもとで、おひと
りずつの状況に合わせ、具体的に実行可能な範囲でサポートとアドバイスをいたします。

東部病院の管理栄養士が食事・栄養相談を承ります。

かかりつけの医療機関を介して
ご予約を承ります。
まずは主治医の先生にご相談く
ださい。

糖尿病（1型・2型）、脂質異常症、貧血、高血圧、
肥満、腎臓病（透析療法含む）、心疾患、肝臓病、
低栄養（食事摂取不良、癌化学療法中の食欲低下
など）、周術期における食生活相談　など

血糖コントロール、食事バランス、外食・間食・ア
ルコールの摂り方、塩分制限の工夫などについて説
明・アドバイスいたします。また、糖尿病や高血圧に
関する各種パンフレットを適宜お渡しいたします。

相談を希望される方相談内容対象疾患

栄養相談のご案内

http://www.tobu.saiseikai.or.jp/surgical-support/

2月1日より面会受付の場所が、1階「保安室」または「総合案内（平日 
８：00～17：00）」になりました。面会制限のございますEICU、EHCU、
ICU、6階西病棟、6階東病棟、5階西病棟、サルビアはこれまで通り
直接各病棟へお越しください。

面会方法変更のお知らせ

「総合案内」正面玄関目の前 「保安室」救命救急センター出入り口すぐ

● 対象者：腎臓内科通院中の患者さん
● 開催日：奇数月の第1～第3水曜日
● 時間：14：00～16：00
● 場所：当院4階 研究室3
● お持ちもの：診察券・筆記用具
● 費用：資料代（税抜500円）＋集団食事栄養指導料

※詳細につきましては、腎臓内科外来までおたずねください。　
　電話：045-576-3000 内線6221（平日14：00～17：00）

周術期支援センターの
ご案内

発行人：三角隆彦　
発行：済生会横浜市東部病院
編集・取材協力：株式会社モンタナセブンピクチャーズ
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〒230-8765 神奈川県横浜市鶴見区下末吉3-6-1
TEL：045-576-3000（代表）　FAX：045-576-3525
http://www.tobu.saiseikai.or.jp/

「私たちは、医療を通じて生命を守ります」安心して受けられる医療　患者さんに優しい医療　常に一歩先の医療　地域社会に貢献する医療
1. 医療の質の向上　2. 患者さんとご家族の満足度の向上　3. 患者さんが参加する医療の展開　4. 高度な急性期医療および専門医療の提供　
5. 地域から選ばれる病院作り　6. 働きがいのある病院作り　7. 安定した経営の確保

理 念

基本方針


